
暴力団等反社会的勢力に対する取り組み強化宣言（抜粋） 

 

金融機関は、高い公共性を有し、地域経済や社会に貢献する重大な責任を有しており、

社会からの期待と信頼に真摯に応えるため、関係法令や国際ルール等を厳格に遵守し、誠

実かつ公正な金融サービスの提供に日々努めております。 

 

特に、社会の秩序や安全に脅威を与える暴力団および反社会的勢力（以下「暴力団等」

という）との各種取引を徹底して遮断することは、金融機関に課せられた重要な社会的責

任であると考えており、地元金融機関はその責任を果たすべく、暴力団等との取引遮断に

向け取り組みを強化しております。 

 

 今般、各金融機関においては、マネーローンダリングおよびテロ資金供与をはじめ各種

犯罪等の不正使用の疑いが強いと判断した預金口座に対して迅速かつ適正に対応するた

め、取引の停止や解約の基準を従来よりも明確にした預金規定を 2019 年 10 月 1 日より改

定施行しております。 

 

 この預金規定の改定に伴い、沖縄県内を経営基盤とする琉球銀行、沖縄銀行、沖縄海邦

銀行ならびにコザ信用金庫の 4 金融機関は、沖縄県警察の組織犯罪対策を側面から支援す

るため、これまで取り組んできた暴力団等との取引遮断に向けた対策をより一層強化する

ことを次のとおり宣言いたします。 

 

一 暴力団等の組織的活動を助長する取引を謝絶する                

一 暴力団等の構成員や関係者との取引を謝絶する                 

一 暴力団等の構成員や関係者の預金口座の解約に積極的に取組む 

 

                       2019 年 10 月 24 日 

        株式会社琉球銀行 

        株式会社沖縄銀行 

        株式会社沖縄海邦銀行 

        コザ信用金庫 

 

                    


